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○高エネルギー宇宙・可視赤外線天文学グループ 

研究活動の概要 

 平成29年度は，フェルミガンマ線衛星とかなた望遠鏡による観測を軸に，2016年打ち上げのＸ

線衛星ひとみ(ASTRO-H)などのX線ガンマ線データ解析，硬Ｘ線偏光観測気球実験PoGOLiteのデ

ータ解析，X線観測小型衛星計画、かなた望遠鏡次期検出器の開発，重力波対応天体探査用チベッ

ト望遠鏡HinOTORIの開発などを柱として活動を行った。かなた望遠鏡関係の研究は，宇宙科学セ

ンターと強い協力関係の下で進めている。学位論文としては，修士論文７編（安部、河原、田中、

戸田、廣地、宮岡、、森），卒業論文５編（木村、高木、平出、山崎、森）を発表した。さらにHi

サイエンティスト養成プログラムの自由研究生１名を受け入れた。また，広島大学自立型研究拠

点として極限宇宙研究拠点（Core-U）に関する活動も進めた。 

 

[フェルミ衛星によるガンマ線観測] 

フェルミ衛星は，打ち上げから10年目を迎えたが，特に故障もなく全天ガンマ線サーベイを続

けている。本グループも，かなた望遠鏡との多波長観測を進めた。今年度も，重力波・ニュート

リノ・潮汐力突破現象対応ガンマ線天体の探査にさらに関わった。2017年8月17日に起きた中性子

星どうしの合体に伴う重力波では、フェルミ衛星GBM検出器が同期したガンマ線バーストを検出し

た。高エネルギーガンマ線についてはLAT検出器がちょうどOFFしていたため観測できなかったが、

将来への期待がふくらんだ。また、2017年9月22日にIceCube装置で検出された高エネルギーニュ

ートリノイベントの方向に普段よりガンマ線で明るくなっているジェット天体であるブレーザー

天体があることがわかり、これまで謎だった高エネルギーニュートリノの起源の１つとして注目

された。ジェット天体である電波銀河についてガンマ線と他観測装置との系統的なし相関の研究

を進めた。また、電波銀河の中で最もガンマ線で明るいNGC1275についてSwit衛星の可視光紫外線

観測装置UVOTのデータを解析し，ガンマ線やX線と同様に最近ほど明るくなってきていることがわ

かった。また、ブレーザー天体の多波長スペクトルをMCMC法を用いて定量的にモデル化するため

のモデル計算をインプリメントし、多数の天体の系統的解析を目指すプロジェクトを開始した。

これは平出卒論としてまとめられた。 

Fermi衛星はその広い視野を生かし，ガンマ線観測を通して銀河系内の宇宙線と星間物質をプロ

ーブすることができる。その際に他波長のデータと比較することが必要であり，従来は水素原子

の21cm線の全天サーベイおよびCO分子からの2.6mmのマッピング観測が用いられてきたが，これら

伝統的な電波観測では星間ガスを取りこぼしている(通称「dark gas」と呼ばれる)ことが分かっ

てきた。星間ガスの分布をより正確・精密に測定するため，ガンマ線とPlanck衛星によるダスト

放射の比較を名古屋大学のグループと共同で進め，近傍原子雲の解析を国内学会や2017年10月の

Fermi Symposiumで発表し，原著論文としてとりまとめている。関連してガンマ線バーストのX線

残光の吸収を用いて，銀河系の星間ガスの密度を見積もる研究にも取り組んでいる。従来の21cm

線とCO分子からの輝線を合わせるよりも，ダスト放射を用いて星間ガスを見積もった方がより正

確であり，またダスト温度による補正が有効であるなどの結果が得られており，ガンマ線の解析

結果と定性的に合致する。現在は解析する領域の最適化や系統誤差の評価を進めている。関連し

て，系内超新星残骸CTB37Aの解析を進め，スペクトルおよび空間分布を他波長とくらべることで，

GeV放射が陽子起源である示唆が得られた。結果に基づき宇宙線陽子の総エネルギーやスペクトル

を議論している。 

超新星残骸は銀河系宇宙線の起源として注目されているが，今までの観測結果では不明な点が
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多い。そこで，超新星残骸の１つであるCTB 37Aについて，銀河面領域なので，他の天体の混入を

考慮して注意深く解析を進め，ガンマ線スペクトルを導出した。そして，他波長のデータと合わ

せて，ガンマ線の起源をHadronic, Leptonic両面から検討をより精密に放射モデルを構築して進

めるとともに、バックグラウンド評価に伴う系統誤差の精度を向上させた。 

 

[ひとみ衛星、すざく衛星、Swift衛星、XMM-Newton衛星のＸ線データ解析] 

ひとみ衛星のデータ解析を進めた。我々が開発に関わった軟ガンマ線検出器のかに星雲とバッ

クグラウンドのデータ解析を進め、かに星雲の軟ガンマ線偏光度を注意深く解析するとともに、

signal-to-noise比を機械学習を用いて最適化する試みを進めた。また、ひとみ衛星精密分光器SXS

によって得られたデータの解析を進めた。ペルセウス銀河団中心部におけるFe-Kラインの共鳴散

乱についてデータ解析とGeant4によるモンテカルロシミュレーションを進め、共鳴散乱を精度良

く評価し、銀河団ガスの擾乱具合に制限を与えた。また、ペルセウス銀河団の高温ガスのドップ

ラーシフトのマップを精度良く抑え、中心銀河付近で擾乱が大きいことを示し、中心活動銀河核

の影響を見出した。また、ペルセウス銀河団中心銀河NGC1275からの活動銀河核に伴うFe-Kライン

に関するデータ解析を進め、他の観測データも最大限活用して、鉄ラインの起源について、これ

までになく強い制限を与えた。 

活動銀河核からのX線放射に見られる鉄輝線構造は巨大ブラックホール周辺の物質構造を調べる有

力な手段となる。我々はモンテカルロ計算に基づいたスペクトルモデルを開発し観測データに適応す

ることで、密度や重元素比などを制限することに成功した。この手法は、今後のＸ線精密分光観測へ

応用できると期待される。銀河団や楕円銀河のＸ線放射における鉄輝船の共鳴散乱について、これま

で我々がひとみ衛星に関連して開発したモデルを応用して、楕円銀河の高温ガスの乱流速度の制限を

行う試みを始めた。すばる超広視野カメラHSCサーベイで検出された銀河団について、重力レンズとと

もにX線による質量測定を行い、銀河団の進化や宇宙論パラメータに制限を与えるプロジェクトを進め

ている。本年度は2年前から進めてきたXMM-Newton衛星の銀河団系統的データ解析の手法をほぼ確立し

て５つの銀河団について論文を出すとともに、約20個の銀河団に解析を広げた。これは宮岡修論とし

てまとめられた。また、その中にあった衝突銀河団についての詳細X線データ解析を始めた。Swift衛

星70ヶ月カタログで検出されたブレーザー天体を用いてX線光度関数の導出を進め、ブレーザーの進化

の情報を引き出す作業を進めた。その結果、ガンマ線で見つかっている進化と大きな違いはないこと

が初めてわかった。これは戸田修論としてまとめられた。VERITAS地上チェレンコフ望遠鏡がはくちょ

う座方向に発見した，大きく広がったTeVガンマ線放射VER J2019+368の「すざく」によるX線フォロー

アップ観測を行った。既知のX線パルサー星雲以外にはX線で対応天体となりうる広がった放射がない

ことを示し，また欧州XMM-Newton衛星のアーカイブデータ解析とも合わせることで，X線パルサー風星

雲の諸元(広がり・スペクトル)を精度よく決め加速された電子の特質(スペクトル、粒子輸送プロセス)

を制限した。 

 

[将来Ｘ線ガンマ線観測に向けた活動] 

ひとみ衛星に対する代替機計画が開始され、2021年ごろに打ち上げを目指して活動が始まった。広島

大学は本年度は運用観測チームのメンバーとして加わり、搭載される予定のＸ線精密分光器、Ｘ線Ｃ

ＣＤカメラに対する性能向上、サイエンス運用、ソフトウエアー開発など、サイエンス創出に関する

活動に加わった。硬X線偏光計PoGO+気球実験は、2016年に北極圏で実施したパルサー風星雲「かに星

雲」の観測結果を2編の科学論文にまとめた。この結果により「かに星雲」では、硬X線をシンクロト

ロン放射するより高エネルギーな電子・陽電子（よりパルサーの近傍に存在する）は、トーラス状の
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磁場が卓越した領域に存在していることが明らかになった。他に観測したブラックホール連星系「は

くちょう座X-1」のデータ解析も進めた。PoGO+よりも高感度な偏光観測を実現するため、硬X線望遠鏡

を搭載する気球ミッションX-Caliburとの共同研究を開始した。最初の科学フライトは2018年12月に南

極から実施予定である。一方、スウェーデンと進めてきたガンマ線バースト観測衛星SPHiNX計画は採

択されなかったが、シンチレータや高圧電源に関する基礎実験の結果は内田修論としてまとめられ、

以下の小型意衛星にも知見が生かされる。ハンガリーのEotvos大学などの国際共同プロジェクトであ

る、重力波天体のガンマ線による同定を目指した複数小型衛星開発においては、検出器の基本設計と

ガンマ線同定能力の評価を行い、これまでのガンマ線衛星では実現できなかった数10分角の位置決定

精度で全天観測を行うことができる見通しを得た。その結果の一部は、田中修論としてまとめられた。

本小型衛星に搭載するCsIシンチレータとMPPC光検出器を組み合わせたシステムの基礎実験を進めた。

米国の小型衛星計画(SMEX)として，2017年1月に軟X線偏光観測衛星IXPEがPhaseBへ進む計画に採択さ

れ、2021年の打ち上げ枠が確保された。この計画に日本グループとして参加するべくさまざまな活動

を開始した。将来硬Ｘ線高感度観測を行うFORCE計画についても引き続き活動を継続した。ひとみ衛星

で我々が開発した軟ガンマ線観測装置の復活を目指して、磁気再結合観測衛星計画PhoENiXに参加する

こととした。本年度は太陽フレアに伴う軟ガンマ線偏光観測の検討を進めるとともに、JAXA小型衛星

への提案をチームとして行った。 

 

[かなた望遠鏡等を用いた可視赤外線観測］ 

例年200晩程度に亘り、東広島天文台のかなた望遠鏡を用いた、活動銀河核や超新星、ガンマ線バー

スト、Ｘ線連星、前主系列星、重力波対応天体等の観測が行われ、それに基づいた研究を行っている。

観測を実施するのは、主に大学院生とポスドクである。観測データの排出率は、この10年余りに亘り、

国内の他の同クラス望遠鏡と比較しても同等以上を維持できている。 

望遠鏡は年間を通じて大きなトラブルはなかった。例年通り、梅雨の時期となる６月には、望遠鏡

の主鏡を国立天文台・岡山天体物理観測所に持ち込んで、鏡面（アルミ膜）の再蒸着作業を学生と教

員との共同作業で遂行した。また、東広島天文台に行かなくてもキャンパスから望遠鏡や観測装置を

リモート操作する準備を進め、９月からはほぼすべての観測がリモートで行われるようになり、観測

者の夜間・早朝の天文台への通行の危険性が無くなったことは特筆さ 

れる。。 

かなた望遠鏡で行われた観測のうち1-2割は、国内外の共同研究により、他機関の研究者がPIとして

行われた観測であり、天文学コミュニティの中でかなた望遠鏡が一つの観測研究拠点となっていると

いって良い。2017年度にかなた望遠鏡で実施された主な研究テーマとして、活動銀河核や超新星、重

力波源天体および高エネルギーニュートリノ源天体が挙げられる。 

活動銀河核に関しては、過去に行われたブレーザーの偏光モニター観測データから統計的手法を用

いて時間変動の特徴を導き出す研究が行われた（安部修論）。また、2008-2015年の長期に亘り、ギリ

シャのSkinakas天文台との共同観測で得られたPKS 1749+096の偏光の時間変動の特徴から、ジェット

中の衝撃波が曲がった軌跡をたどることを見出した。ジェット天体の多波長スペクトルをデータに合

わせてモデル化するためのMCMC法を用いた推定を進めており，本年度は高速化と安定性について向上

を進めた。その結果，X線の明るさの変動の原因は電子の数ではなく，ジェットの物理量と関係する可

能性を示した。 

超新星に関しては、2015年以降に現れた超新星の後期に亘る継続的な観測とその解析に進展がみら

れた。暗いIIP型超新星SN 2016bkvにおいて、爆発速度が通常の数分の1しかなく、爆発速度が極端に

遅いことなどから、親星が爆発直前に激しい質量放出を行っていたこと、また、親星を構成する物質
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の大部分がブラックホールに落ち込み、一部だけが外に放出された可能性が高い超新星であることを

指摘した。暗く特異なIa型（=Iax型）であるSN 2014dtにおける観測的研究においては、その総輻射光

度を詳細にモデル化し、爆発中心付近に白色矮星の燃え残りが存在する可能性が高いことを見出して

いたが、爆発から充分に時間を経た段階での母銀河のテンプレート画像を取得し、それと詳細に比較

することにより、測光精度を高め、議論をより確実なものとした。また、爆発後1日以内という早期か

ら観測を開始することができたSN 2017eawは、5.5Mpcという近傍の銀河に現れたIIP型超新星であり、

大学間連携にも呼び掛けて精力的に観測を行った結果、長期に亘り近赤外線を含む良質の光度曲線と

スペクトルが得られた。特に、爆発後150-300日においてはこれまでで最も密な近赤外線の光度曲線が

得られた。ダストによる熱放射の兆候は見られなかった。これ以外に、カルシウム超過トランジェン

トと称されることもあるiPTF15eqvがIb/c型超新星に類似した特徴を示したことや（河原修論）、ダス

ト生成型超新星2006jcの可視後期スペクトルに基づいた研究（門田卒論）、Ia型超新星の膨張速度と

減光速度に関する関係に関する研究(木村卒論) などが行われた。 

LIGO/Virgoによる重力波アラートに対応した候補天体の捜索について、重力波天体に対しては、日

本の捜索チームJ-GEM（代表:国立天文台ハワイ観測所の拠点のひとつとして活動した。その結果、重

力波源として初めて光学対応天体として同定されたGW170817イベントに対し、かなた望遠鏡で近赤外

線観測を実施したほか、J-GEMでの可視近赤外線観測とその解析に大きく貢献し、中性子星同士の合体

によるキロノバのモデルでうまく説明できることを示した。この研究成果は10月16日の解禁後、世界

的に大きく報道され、新聞紙面やニュースを賑わせた。 

IceCubeによる高エネルギーニュートリノ源の捜索観測については、9月22日に検出したイベントの

アラートに応じたかなた望遠鏡でフォローアップ観測を、実施した。重力波源の捜索観測の経験から、

田中らがあらかじめブレーザー天体カタログを整備し、アラートの位置誤差円内に存在するブレーザ

ーをかなた望遠鏡で観測する方法で臨んだところ、過去の観測よりも可視光で2等ほど明るく、次に1

日で15%ほど減光したブレーザーを見出した。これをきっかけとして、前述のようにフェルミ衛星によ

るガンマ線観測でも増光していることが判り、高エネルギーニュートリノ天体での初めて電磁波対応

天体の同定に大きく貢献した。これらの一部は森修論としてまとめられた。 

これ以外にも、かなた望遠鏡の現行の観測装置のアップグレードや、データリダクションを高精度

化・効率化する研究も行なわれている。これには、撮像データから変動天体を自動で検出する手法の

研究（山崎卒論）などが挙げられる。また、ブラックホールX線連星の可視偏光観測に基づいた研究（廣

地修論）も行われている。 

 

[次期主力可視近赤外検出器の開発およびチベット設置可視望遠鏡の評価］ 

かなた望遠鏡の主力装置である可視赤外線同時カメラHONIRに関するものと、世界的な天文観測の好サ

イトとして期待されているチベットに口径50cmのパイロット望遠鏡を設置するHinOTORIプロジェクト

に関するものが挙げられる。HONIRの新検出器については、現在空いている近赤外チャンネルの１スロ

ットに安価で手配のし易い国内メーカー製のチップの導入を目指して、国立天文台、KEK、浜松ホトニ

クスで開発された1.3K×1.3KピクセルのInGaAsチップ２種類について、実験室での性能評価と、かな

た望遠鏡に取り付けての試験観測を行い、性能をまとめた（森修論）。その結果はメーカーにフィー

ドバックした。また、HinOTORIプロジェクトに関しては、50cm望遠鏡のチベット・阿里サイトへの望

遠鏡・ドームの設置を9月下旬-10月初旬に実施し、完了した。チベットは冬季に入るため、制御系の

実装と観測開始は2018年度以降に持ち越しとなった。 
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ーティング(第28回光赤外ユーザーズミーティング), 2017年9月4-5日, 国立天文台三鷹キャンパス、

60名 

[4] 川端弘治:「広島大学宇宙科学センターの活動報告」, 2017年度岡山ユーザーズミーティング(第

28回光赤外ユーザーズミーティング), 2017年9月4-5日, 国立天文台三鷹キャンパス、60名 

[5] 植村誠:「かなた望遠鏡・観測装置使用状況・ステータス」, 2017年度岡山ユーザーズミーティン

グ(第28回光赤外ユーザーズミーティング), 2017年9月4-5日, 国立天文台三鷹キャンパス、60名 

[6] 植村誠:「変光星の周期解析方法のレビュー」、連星系・変光星・低温度星研究会 2017、2017年9

月15?17日、なよろ市天文台、33人 

[7] 山中雅之:「広島大学における活動状況の報告」, 第8回光赤外大学間連携ワークショップ, 2017

年12月14-15日, 国立天文台三鷹キャンパス、60名 

[8] 山中雅之:「光赤外線大学間連携による近傍超新星の追観測：総括と今後」, 第8回光赤外大学間

連携ワークショップ, 2017年12月14-15日, 国立天文台三鷹キャンパス、60名 

[9] 山中雅之:「初心者・中級者向けデータ解析一斉講習の提案」, 第8回光赤外大学間連携ワークシ

ョップ, 2017年12月14-15日, 国立天文台三鷹キャンパス、60名 

[10] 山中雅之:「3.8m/OISTER/Kanata follow-up observations of bright SNe」, KOOLS-IFU研究会, 

2018年2月5-6日, 京都大学 

[11] 川端弘治:「広島大1.5m主鏡のアルミ再蒸着の今後」, ワークショップ「岡山188cm望遠鏡による
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新たなサイエンスの展開」, 2018年2月22-23日, 東京工業大学、30名 

[12] 山中雅之:「光赤外線大学間連携を通じた近傍IIP型超新星SN 2017eawの追観測」, 第23回天体ス

ペクトル研究会, 2018年2月24-25日, 岡山ノートルダム清心女子大学 

[13] 山中雅之:「大学間連携による突発天体フォローアップ観測」,マルチメッセンジャー天文学研究

会2018, 2018年3月26-27日, 千葉大学, 50名 

[14] 川端美穂：「Iax型超新星の観測的特徴と理論モデルとの比較」、2017年度岡山ユーザーズミー

ティング （第28回光赤外ユーザーズミーティング）、2017年9月4日-2017年9月5日、国立天文台三鷹

キャンパス、60人 

[15] 中岡竜也 「星周物質との相互作用の兆候が捉えられた低光度IIP型超新星SN2016bkvの測光分光

観測」、2017年度岡山ユーザーズミーティング(第28回光赤外ユーザーズミーティング)、2017年9月4-5

日、国立天文台三鷹キャンパス、60名 

[16] 長木舞子 :「可視近赤外線同時カメラHONIRにおける一露出型偏光観測モードの性能評価」、2017

年度岡山ユーザーズミーティング(第28回光赤外ユーザーズミーティング)、2017年9月4-5日、国立天

文台三鷹キャンパス、60名 

[17] 松場祐樹：「一露出型偏光撮像器HOWPolのCCD冷却機構の改良」、2017年度岡山ユーザーズミー

ティング(第28回光赤外ユーザーズミーティング)、2017年9月4-5日,国立天文台三鷹、60名 

[18] 森裕樹：「1.3k×1.3k InGaAs赤外線検出器の広島大学観測環境下における性能評価」、2017年

度岡山ユーザーズミーティング(第28回光赤外ユーザーズミーティング)、2017/9/4~5、国立天文台三

鷹キャンパス、60人 

[19] 河原直貴：「Ca-richトランジェントiPTF15eqvの可視近赤外データ解析」、2017年度岡山ユーザ

ーズミーティング、2017年9月4-5日、国立天文台三鷹キャンパス、約60名 

[20] 中岡竜也:「かなた望遠鏡で観測を行った特異なII型超新星」、連星変光星研究会、2017年9月15-17

日、なよろ天文台（名寄市）、33人 

[21] 長木舞子 :「近傍のIIP型超新星2017eawの可視近赤外線偏光観測」、連星系・変光星・低温度星

研究会 2017、 2017年9月15-17日、なよろ市立天文台、33人 

[22] 河原直貴：「Ca-richトランジェントiPTF15eqvの可視近赤外データ解析」、連星系・変光星・低

温度星研究会2017、2017年9月15-17日、なよろ市立天文台、33名 

[23] 森裕樹：「広島大学HONIRの3色同時観測に向けた研究」、第7回可視赤外線観測装置技術ワーク

ショップ、2017/11/16~17、京都大学、50人 

[24] 山田悠梨香:「活動銀河核ジェットの多波長データを用いたマルコフ連鎖モンテカルロ法による

物理量推定」、ワークショップ“Dawn of a new era for black hole jets in active galaxies”、2018

年1月25-27日、東北大学青葉山キャンパス、80名 

[25] 川端美穂：「近傍Ia型超新星のフォローアップ観測の現況」、第8回光赤外線天文学大学間連携

ワークショップ、2017年12月14日-2017年12月15日、国立天文台三鷹キャンパス、60名 

[26] 中岡竜也:「極めて短いプラトーを持つ特異な超新星SN2017czdの可視近赤外観測」、第8回光赤

外線天文学大学間連携ワークショップ、2017年12月14-15日、国立天文台、60名 

[27] Liu Wei："Development of a Compact Readout System for Optical CCD in Higashi-Hiroshima 

Observatory", 第8回光赤外天文学大学間連携ワークショップ ,2017年12月14日-12月15日, 国立天文

台,三鷹, 60人 

[28] 長木舞子:「HONIRにおける一露出型を含む偏光モードの性能評価」、第8回光赤外線天文学大学

間連携ワークショップ、2017年12月14-15日、国立天文台三鷹キャンパス、60名 

[29] 松場祐樹:「広島大学HOWPolのCCD冷却機構改良と京都大学3.8m鏡用高速分光器の光学系評価」、
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光赤外大学間連携ワークショップ、2017年12月14-15日、国立天文台三鷹、60名 

[30] 長嶋大樹：「かなた望遠鏡による重力波天体追跡観測の自動解析システムの構築」、第8回光赤

外大学間連携ワークショップ、2017年12月14-15日、国立天文台三鷹、60名 

[31] 大坪一輝:「かなた望遠鏡及びすばる望遠鏡による極超新星SN2014asの観測」、第8回光赤外大学

間連携ワークショップ、2017年12月14-15日、国立天文台三鷹、60名 

[32] 森裕樹：「IceCube-170922AイベントのOISTERフォローアップ観測結果報告」、第8回光赤外大学

間連携ワークショップ、2017年12月14-15日、国立天文台三鷹、60名 

[33] 森裕樹：「国産InGaAs赤外線検出器搭載による広島大学HONIRの3色同時観測に向けた研究」、第

8回光赤外線天文学連携ワークショップ、2017/12/14~15、国立天文台三鷹キャンパス、50人 

[34] 河原直貴：「Ca-richトランジェントiPTF15eqvの可視近赤外測光分光観測」、第8回光赤外線天

文学大学間連携ワークショップ、2017年12月14-15日、国立天文台三鷹キャンパス、約50名 

[35] 川端美穂：「17erp (Ia shock breakout)」、超新星研究会2018、2018年1月14日-2018年1月16日、

兵庫県洲本市 夢海游、14人 

[36] 中岡竜也: 「17czd (extremely short plateau)」、超新星研究会2018、2018年1月14日-2018年1

月16日、兵庫県洲本市 夢海游、14人 

[37] 長木舞子:「近傍のIIP型超新星2017eawの可視光偏光観測」、超新星研究会2018、2018年1月14日

-2018年1月16日、兵庫県洲本市 夢海游、14人 

[38] 河原直貴：「Ca-richトランジェントiPTF15eqvの可視近赤外観測」、超新星研究会2018、2018年

1月14日-2018年1月16日、兵庫県洲本市 夢海游、14人 

[39] 川端美穂：「ごく初期に紫外域での超過を示したIa型超新星SN 2017erpの測光分光観測」、第23

回天体スペクトル研究会、2018年2月24日-2018年2月25日、ノートルダム清心女子大学、30人 

[40] 中岡竜也: 「水素吸収線速度が非常に速いIIP型超新星SN2017czdの測光分光観測」、第23回天体

スペクトル研究会、2018年2月24日-2018年2月25日、ノートルダム清心女子大学、30人 

[41] 大坪一輝:「速い減光を示した極超新星SN 2014asの観測」、第23回天体スペクトル研究会、2018

年2月24日-2018年2月25日、ノートルダム清心女子大学、30人 

[42] 高橋弘充：「ガンマ線バースト用ガンマ線偏光観測衛星SPHiNX計画」、宇宙科学シンポジウム、

2018年1月9日、ISAS/JAXA 

[43] 高橋弘充：「PoGO+気球実験による2016年フライトの成果」、大気球シンポジウム、2017年11月

10日、ISAS/JAXA 

[44] 高橋弘充：「硬X線偏光検出器PoGO+気球実験で探る天体の磁場・幾何学構造」、磁気流体プラズ

マで探る高エネルギー天体現象、2017年8月29日、東京 

[45] 水野恒史：「GeVガンマ線を用いた天の川銀河の星間ガスと宇宙線の研究」，天の川銀河研究会，

2017年10月24-26日，鹿児島大学 

[46] 小山恭弘：「ガンマ線バーストのX線残光を用いた天の川銀河の星間ガス密度の評価」，天の川

銀河研究会，2017年10月24-26日，鹿児島大学 

[47] 田中康之：「ニュートリノフォローアップやTeVサーベイに向けたTGSS, NVSS, PS1デ－タによる

新しいブレ－ザ－カタログの作成」，木曽シュミットシンポジウム，20172017年7月5-6日，東大木曽

観測所 

[48] 水野恒史:「フェルミ衛星による太陽系近傍原子雲の宇宙線・星間ガスの研究」，春の物理学会

（２０１８年３月２２日～２５日、東京理科大学野田キャンパス  

[49] 高橋弘充:「硬X線偏光検出器PoGO+気球実験によるカニ星雲の偏光観測」，春の天文学会（２０

１８年３月1４日～１７日、千葉大学西千葉キャンパス） 
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[50] 大野雅功:「重力波対応天体の追観測を目指した超小型GRB観測衛星における位置決定精度の評

価」，春の天文学会（２０１８年３月1４日～１７日、千葉大学西千葉キャンパス） 

[51] 田中康之:「高エネルギーニュートリノ事象 IceCube-170922A: フェルミ衛星による誤差領域内

での GeV flaring ブレーザー TXS 0506+056 の検出」，春の天文学会（２０１８年３月1４日～１７

日、千葉大学西千葉キャンパス） 

[52] 山中雅之:「光赤外線大学間連携による IIP 型超新星 SN 2017eaw の追観測」，春の天文学会（２

０１８年３月1４日～１７日、千葉大学西千葉キャンパス） 

[53] 笹田真人:「ブレーザー OJ287 の多波長偏光モニターよる粒子加速領域の特定」，春の天文学会

（２０１８年３月1４日～１７日、千葉大学西千葉キャンパス） 

[54] 中岡竜也:「極めて短いプラトーを持つ特異な超新星SN 2017czdの測光分光観測」，春の天文学

会（２０１８年３月1４日～１７日、千葉大学西千葉キャンパス） 

[55] 内田和海:「SPHiNX 衛星で用いる GAGGシンチレータの温度特性」，春の天文学会（２０１８年

３月1４日～１７日、千葉大学西千葉キャンパス） 

[56] 河原直貴:Ca-richトランジェントiPTF15eqvの可視近赤外測光分光観測」，春の天文学会（２０

１８年３月1４日～１７日、千葉大学西千葉キャンパス） 

[57] 鳥越健斗:「GRB位置決定のための小型衛星搭載用大型CsIシンチレータのMPPC読み出し性能評価」，

春の天文学会（２０１８年３月1４日～１７日、千葉大学西千葉キャンパス） 

[58] 長木舞子:「可視赤外線同時カメラHONIRにおける一露出型含む偏光モードの性能評価」，春の天

文学会（２０１８年３月1４日～１７日、千葉大学西千葉キャンパス） 

[59] 大坪一輝:「減光速度の大きな極超新星SN 2014asの測光分光観測」，春の天文学会（２０１８年

３月1４日～１７日、千葉大学西千葉キャンパス） 

[60] 挽谷政弥:「コンプトンショルダーを用いた X 線反射モデルによる活動銀河核トーラスの物理状

態の推定」，春の天文学会（２０１８年３月1４日～１７日、千葉大学西千葉キャンパス） 

[61] 今里郁弥:「Swift 衛星による電波銀河 NGC1275 の可視光から X 線帯域の変動解析」，春の天

文学会（２０１８年３月1４日～１７日、千葉大学西千葉キャンパス） 

[62] 楊冲:「XMM 衛星データを用いた MCXC J0157.4-0550 の 2 次元温度密度構造の解析」，春の天

文学会（２０１８年３月1４日～１７日、千葉大学西千葉キャンパス） 

[63] Wei Liu: 「Optical and NIR Polarimetric Monitoring of AA Tau in 2014-2017」，春の天文

学会（２０１８年３月1４日～１７日、千葉大学西千葉キャンパス） 

[64] 高橋弘充:「ガンマ線バースト用ガンマ線偏光観測衛星SPHiNX計画」，秋の物理学会（２０１７

年９月１２日～１５日、宇都宮大学（峰キャンパス）  

[65] 深沢泰司:「すざく衛星HXD-PINのバックグラウンドモデルの改良」，秋の天文学会（２０１７年

９月1日～１３日、北海道大学(札幌キャンパス） 

[66] 植村誠:「広島大学かなた望遠鏡のリモート観測システム」，秋の天文学会（２０１７年９月1日

～１３日、北海道大学(札幌キャンパス） 

[67] 水野恒史:「フェルミ衛星 LAT 検出器による MBM 53,54,55 分子雲および Pegasus loop 領域の

星間ガス・宇宙線の研究 (2)」，秋の天文学会（２０１７年９月1日～１３日、北海道大学(札幌キャ

ンパス） 

[68] 高橋弘充:「ガンマ線バースト用ガンマ線偏光観測衛星SPHiNX計画」，秋の天文学会（２０１７

年９月1日～１３日、北海道大学(札幌キャンパス） 

[69] 田中康之:「150 MHz TGSS, 1.4 GHz NVSSデータを用いたブレーザー候補天体カタログと Pan 

STARRSデータによる可視対応天体の同定」，秋の天文学会（２０１７年９月1日～１３日、北海道大学
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(札幌キャンパス） 

[70] 大野雅功:「モンテカルロシミュレーションを用いた楕円銀河における共鳴散乱の影響の評価」，

秋の天文学会（２０１７年９月1日～１３日、北海道大学(札幌キャンパス） 

[71] 大野雅功:「「ひとみ(ASTRO-H)」搭載軟ガンマ線検出器における軌道上バックグラウンドの理解」，

秋の天文学会（２０１７年９月1日～１３日、北海道大学(札幌キャンパス） 

[72] 中岡竜也:「低光度IIP型超新星SN 2016bkvにおける星周物質」，秋の天文学会（２０１７年９月

1日～１３日、北海道大学(札幌キャンパス） 

[73] 戸田皓陽:「「ブレーザーの硬 X 線光度関数とMeVガンマ線背景放射への寄与」，秋の天文学会

（２０１７年９月1日～１３日、北海道大学(札幌キャンパス） 

[74] 宮岡敬太:「Subaru/HSCサーベイ領域にある重量級銀河団のX線観測による質量推定III」，秋の

天文学会（２０１７年９月1日～１３日、北海道大学(札幌キャンパス） 

[75] 田中慎之:「150 MHz TGSS, 1.4 GHz NVSSデータを用いたブレーザー候補天体カタログと Pan 

STARRSデータによる可視対応天体の同定I」，秋の天文学会（２０１７年９月1日～１３日、北海道大

学(札幌キャンパス） 

[76] 内田和海:「SPHiNX衛星で用いるGAGGシンチレータの基礎特性評価I」，秋の天文学会（２０１７

年９月1日～１３日、北海道大学(札幌キャンパス） 

[77] 森裕樹:「1.3ｋ× 1.3k InGaAs赤外線検出器の広島大学観測環境下における性能評価」，秋の天

文学会（２０１７年９月1日～１３日、北海道大学(札幌キャンパス） 

[78] 鳥越健斗:「将来X線偏光観測に向けたシンチレータ+MPPCでの低エネルギー応答の評価」，秋の

天文学会（２０１７年９月1日～１３日、北海道大学(札幌キャンパス） 

[79] 山田悠梨香:「活動銀河核ジェットの多波長データを用いたマルコフ連鎖モンテカルロ法による

物理量推定推定III」，秋の天文学会（２０１７年９月1日～１３日、北海道大学(札幌キャンパス） 

[80] 長木舞子:「可視近赤外線同時カメラHONIRにおける一露出型偏光観測モードの性能評価」，秋の

天文学会（２０１７年９月1日～１３日、北海道大学(札幌キャンパス） 

[81] 小山恭弘:「ガンマ線バーストのX線残光を用いた天の川銀河の星間ガスの評価」，秋の天文学会

（２０１７年９月1日～１３日、北海道大学(札幌キャンパス） 

[82] 挽谷政弥:「モンテカルロシミュレーションを用いたX線反射モデルによる活動銀河核トーラスの

物理状態の推定」，秋の天文学会（２０１７年９月1日～１３日、北海道大学(札幌キャンパス） 

[83] 松場祐樹:「一露出型可視偏光撮像器HOWPolのCCD冷却機構の改良」，秋の天文学会（２０１７年

９月1日～１３日、北海道大学(札幌キャンパス） 

[84] 今里郁弥:「Swift衛星による電波銀河NGC1275の可視光からX線帯域の変動解析」，秋の天文学会

（２０１７年９月1日～１３日、北海道大学(札幌キャンパス） 

 

学生の学会発表実績 

（国際会議） 

 ○博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数       １８件 

 ○博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数       ７件 

 ○博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数  ３件 

（国内会議） 

 ○博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数       ６２件 

 ○博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数        １７件 

 ○博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数  １２件 
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セミナー・講演会開催実績 

[1] 観山正見，川端弘治： サイエンスパブ 西条 酒蔵x宇宙@賀茂泉酒造，2017年7月21日 主催 

 

高大連携事業への参加状況 

[1] 深沢泰司、水野恒史。植村誠，大野雅功，山本一博，岡部信広：高校生のための広島大学公開講

座「相対性理論と宇宙」，2017年7月28日，広島大学，約50名参加、主催 

 

国内研究会開催 

[1] 小嶌康史、深沢泰司、水野恒史、高橋弘充、大野雅功、CORE-U：研究会X＠広島, 平成30年3月1-2

日 広島大学, 30名 

[2] 吉田滋，水野恒史：マルチメッセンジャー天文学研究会，千葉大学，2018年3月26-27日，組織委

員 

 

国際会議，国際研究会開催 

[1] 海野義信, 新井康夫  深澤泰司, S. Hou, X. Lou, GSW. Sadozinski, 菅原寛孝：11th International 

Hiroshima Symposium on the Development and Application of Semiconductor Tracking detectors 

(HSTD11) in conjunction with 2nd Workshop on SPI Pixel Detector (SOIPIX2017), 平成29年12月

11-15日, 沖縄科学技術大学印大学, 130名 

 

講演会・セミナー講師 

[1] 深沢泰司:「相対性理論と宇宙」,高校生のための広島大学公開講座「相対性理論と宇宙」，2017

年7月28日，広島大学，約50名参加 

[2] 水野恒史:「相対性理論とブラックホール」,高校生のための広島大学公開講座「相対性理論と宇

宙」，2017年7月28日，広島大学，約50名参加 

[3] 植村誠:「宇宙ジェット」,高校生のための広島大学公開講座「相対性理論と宇宙」，2017年7月28

日，広島大学，約50名参加 

[4] 大野雅功: 「重力波」,高校生のための広島大学公開講座「相対性理論と宇宙」，2017年7月28日，

広島大学，約50名参加 

[5] 深沢泰司：広島大学オープンキャンパス，2017年8月18日，広島大学，約100名参加，[最新装置に

よる宇宙観測」 

 

社会活動，学会委員 

[1] 深沢泰司: ガンマ線観測衛星フェルミ衛星国際チームの日本代表、予算委員メンバー、シニアサ

イエンスアドバイザ委員メンバー 

[2] 深沢泰司: 宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所 小規模計画「フェルミガンマ線宇宙望遠鏡によ

る高エネルギー宇宙観測の推進」：研究代表者 

[3] 深沢泰司: 大型Ｘ船衛星Athena：X-IFUサイエンスアドバイザ委員 

[4] 深沢泰司: 高エネルギー宇宙連絡会将来検討委員 

[5] 深沢泰司: 宇宙線研究者会議将来検討委員 

[6] 川端弘治：日本天文学会 推薦委員会 委員長 

[7] 川端弘治：日本天文学会 欧文研究報告編集委員会 委員 
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[8] 川端弘治：日本天文学会 天体発見賞選考委員会 委員 

[9] 川端弘治：国立天文台 研究交流委員会 副委員長 

[10] 川端弘治：国立天文台 光・赤外線天文学研究教育大学間連携協議会委員 

[11] 川端弘治：国立天文台 光赤外線専門委員会 委員 

[12] 川端弘治：兵庫県立大学天文科学センター運営委員会 外部委員 

[13] 川端弘治：マツダ財団科学わくわくプロジェクト実行委員会 委員 

[14] 水野恒史：ガンマ線衛星フェルミのdiffuse groupコーディネータ 

 

外部評価委員 

[1] 深沢泰司: JAXA 全天Ｘ線監視装置MAXI科学運用延長審査員 

[2] 川端弘治：国立天文台 TMT推進小委員会 TMT戦略基礎開発研究経費審査委員 

 

国際共同研究 

[1] 深沢泰司，水野恒史，高橋弘充，大野雅功，田中康之，大杉節, Helen Poon, Fermi LAT collaboration

（主にアメリカ、イタリア、フランスの４５０名、約１０の国内研究期間,宇宙ガンマ線観測衛星フェ

ルミによる高エネルギー宇宙観測の研究 

[2] 深沢泰司，水野恒史，高橋弘充，大野雅功，田中康之，北口貴雄, ASTRO-H/Hitomi Collaboration

（主にアメリカ、オランダ、イギリス、フランスの２００名）、ISAS/JAXA、約２０の国内研究期間, Ｘ

線観測衛星ASTRO-H/「ひとみ」による高エネルギー宇宙観測の研究 

[3] 高橋弘充，水野恒史, Mak Piece（スウェーデン、スウェーデン王立工科大学）、早稲田大、東大

など, 硬Ｘ線偏光気球実験PoGOLIte+ 

[4] 高橋弘充，水野恒史，深沢泰司, Mak Piece（スウェーデン、スウェーデン王立工科大学）、名大

など, 超小型衛星CUBES,、GRBガンマ線偏光小型衛星SPHiNX計画 

[5] 水野恒史，深沢泰司，北口貴雄, IXPE衛星（主にイタリア、アメリカ）、理研、名大、阪大、山

形大, Ｘ線偏光観測衛星IXPE 

[6] 深沢泰司，水野恒史，田中康之，高橋弘充, CTA collaboration（主にヨーロッパ、アメリカの約

２００名）、東大宇宙線研など各２０の国内研究期間, 次世代TeVガンマ線望遠鏡の開発 

[7] Norbert Werner，大野雅功, 深沢泰司，水野恒史，高橋弘充, Eotvos大学などハンガリー機関、

名大、京大、理研, 重力波対応SGRB観測超小型衛星群計画 

[8] 高橋弘充、水野恒史、深沢泰司, Henric Krawczynski（アメリカ、ワシントン大学）、理研、阪

大、名大など, 硬X線偏光気実験X-Calibur 

[9] 高橋弘充, 濱口健二、 Michael Corcoran、アメリカ・NASA/GSFC, 大質量連星Eta Carinaeの国際

共同研究 

[10] 植村誠, Matt Middleton(英国・University of Southampton)、他, 将来の多波長同時観測によ

る天文学の振興 

[11] 植村誠, Dmitry Brinov(ギリシャ・University of Crete)、他, ブレーザー PKS 1749+096 の可

視光偏光観測 

[12] 植村誠, Pankaj Kushwaha(ブラジル・University of Sao Paulo), ブレーザー OJ 287 の国際連

携観測 

[13] 吉田道利，川端弘治，植村誠, LIGO-Virgo Collaboration (California Institute of Technology, 

European Gravitational Wave Observatory 他, 重力波の電磁波対応現象の探索 

[14] 川端弘治，植村誠, 内海洋輔, 笹田真人, LIGO-Virgo Collaboration (California Institute 
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of Technology, European Gravitational Wave Observatory 他）, 重力波の電磁波対応現象の探索 

[15] 中岡竜也，川端美穂，山中雅之,川端弘治, D. Sahu, G. C. Anupama (India, Indian Institute 

of Astrophysics), 近傍超新星の多バンドモニター観測 

 

各種研究員と外国人留学生の受入状況 

留学生(Ｄ:１名、Ｍ：２名、研究生：１名) 

 

研究助成金の受け入れ状況 

[1] 深沢泰司：科学研究費補助金新学術領域研究（研究領域提案型）（計画研究）  

平成29-33年度「高エネルギー観測で探る重力波天体」研究分担者、平成29年度直接経費4,100千円 

[2] 深沢泰司：高エネルギー加速器研究機構 日米協力事業費「GLAST衛星開発」（平成12-28年度）研

究代表者，平成29年度直接経費4,700千円 

[3] 深沢泰司：宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所 小規模計画「フェルミガンマ線宇宙望遠鏡によ

る高エネルギー宇宙観測の推進」：研究代表者，平成29-33年度，平成29年度直接経費4,500千円 

[4] 川端弘治：科学研究費補助金基盤研究(A) 平成27-31年度「可視近赤外線同時偏 

光観測によるガンマ線バーストの研究」研究分担者、平成29年度直接経費500千 

円 

[5] 川端弘治：科学研究費補助金新学術領域研究（研究領域提案型）（計画研究）  

平成29-33年度「重力波源の光赤外線対応天体観測で迫る中性子星合体の元素合 

成」研究分担者、平成29年度直接経費6,400千円 

[6] 水野恒史：科学研究費補助金基盤研究(B) 平成29-32年度「GeVガンマ線観測を基軸とした多波長

観測による星間ガスの定量」研究代表者，平成28年度直接経費1700千円 

[7] 水野恒史：科学研究費補助金基盤研究(A) 平成28-32年度「QED効果によるマグネタ―の強磁場中

性子星仮説の検証」研究分担者，平成28年度直接経費760千円 

[8] 高橋弘充：東北大学金属材料研究所共同研究 平成29年度「新規開発シンチレータの詳細測定と

応用」研究代表者, , 平成29年度直接経費 248千円 

 

特筆すべき事項 

[1] 水野恒史: 広島大学長特別表彰 

[2] 高橋弘充: 広島大学長特別表彰 

[3] 植村誠: Phoenix Outstanding Researcher Award 

[4] 内海洋輔:プレスリリース「重力波天体の電磁波観測」，2017年10月17日 

 

 

 


